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「人間要素を取り込む計算知能」にあたって

高木英行＊

I 9 SO-f-iO年代（こ帥が1i_l;;かオLたニューラルネ・・J 卜や

フT 1/ Iや迎化J'i'-J,ll'狩なとの核技術は．コンヒューク

(})兌池（こ （ ＇「 l ヽ I~180 り·代Tは（こ'tlll化技術と してr,立
し.,: ・（；来システムや民,,... 機沿など・tiltWで多く 利IIlさ

れるよ う（こなった . 1990年代にぱニューロ・ファ

ン f(})ような陳合化技術(})'ti心Jllも盛んになり. 90 

年代r:JJめの・,・[.;:{怜！哨さんにはどこも．ファ ジィやニュー

ロ(})名前が溢れんばかり に使われてしヽたも(})である．

,; J・i;/)、ll1iE. ・ ノフトコンヒ ューテ ィング．欠llfi詠'i報など

の名称でllfはオLる分野を確、，,:したことは. ~O il! 紀，廿窮

椴科子(})エホ ックの 1つとして数えられるであろう．

ではこれからO),(J-i;;,:);JlfiEU)}jj,,Jはどうであろうか？

'・f,: 者は．コンヒュークになし、人間(})能））と協湖して性

能l••l I. を図る，ti・~;1 l:11fit. 人間の訓造・l'I・・感受N・粕・/JII

的i,均足感をと・1なする，ll・1/):JI能.0)ような人間＇校索が

キーホイントになると 与えてtヽ る ・人である．

例えば. ,,'(幻IIIコホットであれば . M知移動がJ, ~も

経泊J°J'.・）であり 最も容易な設，llであった.!'11lh,U i'iこし
ても.,,,;,:-,;;-物への閥i/訂If:.速lit. /JII辿｝迂 ~~;o) ,l l·測11J能な

放制(を).';(こ．各帥；J;II御Jj式が次(})ii動を決定した．し

かし l('J:.lll ロホ • '/卜では . 11J・'. 没し、{i)Jき．安心感ある

{i}jき． 祝しみのある動きなとへの＇ 及らドが格段に大き く

なる.1{北IIlでは無駄と忠オ）Jtる勁 きが.l('l:_111では

ご疫低ところかそのロポ I ト (}) ~、 f1 llif直と兄なされる，

そのような動 きを'I'.成するためには，ユーザ0)f i・{i)J. 

処 F:を‘］・’・付し. 1 !、1 部に人間(})行動.'見j~モデルを構築

し．ユーサか求めるfi動 ・＇杖求を柑韮 しながら次(})1 i' 

{i)Jを決定することが水められる．

その他にも ．デー クマイ ニングであれば．月1,i版を付

ること たけでなく .);j111哉O)'('tをも考碑しなくてはなら

なしヽが.'{'[(}) 8し；也しをその分野(})人間が判断する場

合は．人1/'.J'以索を収り込むデークマ イニングが必要で

ある.f,p; 処刑であオLば .I欠躯11hj像，；参斯やMill:糾器0)よ

う9こ人間(})視l[!t:・t:とr11断が最終的な評価をfi・ う場合9こ

ぱ．人li''dI及索をl['/..り込むLけ処 即系の最適，｛訓が必＇杖

てある． ＇ノ・iプ (Jクス'I'.成 ・/JII I: や脊梨牛成などの

* llirl<・y11ki T/¥1¥/¥CI 
It. ・JH J、,;- )、 · ,-·i:;c~ ·:1,1.1 I・r'frll',Y,IりL

l¥yt"li" 1・11ivt・1ヽii)'

アー ト1、心/Tlでは．人間の評価なくしてメディアの自動

'I・：成や't成支援ができな tヽ ．人間中心の工学設計． 心
i附lりあるli(む1:.Jllj的な感性を扱う工学やf印灼1:.理学の

分野も人間吸索なしでは最適設計は不可能である．

このような人間嬰索を取り込む分野でも，当然のこ

とながら，;Iり？次II能技術が広く設計や作品制作に利用さ

れてtヽる． 人間桜索をlf又り込むd十訊知能は益々祖要に

なって tヽ くであろう．

本学会は. SOFT誌やファジィシステムシンポジウ

ム(FSS)の発表題l=lから見ても'j'I]るように．フ ァジィ

から始まり．今やニューラルネットや進化計窮等の,1-1'

窮知能技術を中心的に扱って tヽる 13本の代表的学会で

ある.1,,J時に.f;Iくしヽ意昧でのファジィ技術に捕らわれ

ず．広く人IIH疫索を扱う学会でもある．ある年のFSS

を分析したことがあるが.1/4は惑性や心理など人間

疫索を扱う発表であった．まさにSOFTは．「人間疫

索を取り込む，1 1節知能」を扱う学会であると ,j•える．

今回の特船論文では最終的に 4編が採択された投

稿論文のij1には特船号のタイトな締切に修1Eが1111に

合わず一般論文に回って tヽ ただしヽたものもある ．

前Illらの論文は．カオスによる音生成がt'I然になる

よう人間が介frする研究.jlり野らの論文は． インクラ

クティブ進化,-;j・p:OEC)による人丁．現実感の自然な触

切 I・：成の/i/f究である．これら人1/.¥1要索を扱うI必I'll指1,,j

の研究では．七観訓filli実験等による評価が避けて通れ

なし、．柳澤らの論文は．本人白身も気づtヽてし、なしヽ た

めに表現できなしヽ潜{f的な感性を扱tヽ ．イ ンクラク

ションを通じて本人に氣づかせるようなコンピューク

支援 Ji法を提案してしヽる．上粗らの論文は自動 •I(迎

,1仏時の危険を h!!IJする人間の'j'lj断知識を．決定木の形

でGAに学留獲糾させる研究である．姉妹特リと衿とし、

うわけではなしヽが．本論文特紐分野にご興昧をお持ち

の、t/c 者 には ， IEC特J,/~{-J(N ew Generation Compul'1ng. 

vol.23. no.2. 2004)もご参考になるかと思う ．
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